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薬物送達システム(DDS)研究の中で、注 目を集めている分野の1つ に生体粘着性
(bioadhesion)による標的指向性がある。本研究は、生体粘着性を有する自発的にゲル
化するハイ ドロゲルを創製 し、DDSのマテリアルとしてのみならず医用組織接着剤と
しても利用していくことを目標とする。フィブリンゲル、シアノアクリレー トなど既
存の組織接着剤は、他の生物由来の物質を使用しウィルス感染の危険性が排除できな
いことや、反応性の高い物質を使用してお り生体適合性に劣るなどの問題があった。
そこで組織表面に存在するコラーゲンは正の電荷を有していることに着目し、負の電
荷を有するポリマーと相互作用をすると考えた。ここに、正の電荷を有するポリマー
を組み合わせることで静電的相互作用により形成されるポリイオンコンプレックス
(PIC)が新たな組織接着剤 として有用であると考えた。そこで、PIC形成により自発的
ゲル化を示すバイオマテリアルとして、優れた生体適合性を有する 2-methacryloyl-
oxyethyl phosphorylcholine(MPC)に正 と負 の電荷 を有す るモ ノマーユ ニ ッ トを導入 し
た共重合体を設計した。これまでに正および負の電荷を有するMPCポリマー、poly-
[MPC-co-2-methacryloyloxyethyl trimethylammonium chloride](PMMN, Figure 1)および
poly[MPC-co-sodium 2-methacryloyloxy-
ethyl sulfonate](PMMS, Figure 1)の合成
スキームの検討を行い、様々な組成お
よび分子量を有するMPCポ リマーの
合成を行った。
得られた正、負の電荷を有するMPC
ポリマー水溶液を調製、混合 したとこ
ろ、混合直後は白濁 し流動性のあった
溶液か ら、お よそ2分 後 には半透明のPICハイ ドロゲ
ルが形 成 され た。このPICハイ ドロゲル を指 に よ り圧
縮 した ところ、皮 膚へ の粘着性 を示 した(Figure2)。
さらに、主鎖 に生体適合性 に優 れたMPCユ ニ ッ ト
を、側鎖 に電 荷 を有す るモ ノマーユ ニ ッ トと疎水性モ
ノマーユ ニ ッ トを有す るグ ラフ トポ リマー は、組織表
面 とよ り強い相互作用 を示す と考 え られ る。グラフ ト
鎖 に電荷 を有 す るモ ノマー ユニ ッ トを導入 す る こと
で運動性と相互作用の向上が、疎水性モノマーユニットにより局所的誘電率の低下と
イオン対の静電相互作用の強化が期待できるためである。現在MPCと 光反応性モノ
マ ー vinylbenzyl N,N-diethyldithiocarbamateの共重合体である prepolymer を熱重合によ
り合成 し、 この prepolymerを開始剤として 2-methacryloyloxyethyl trimethylammonium
chloride と n-butyl methacrylate(BMA)•A もしくは sodium 2-methacryloyloxyethyl sulfonate
とBMAか らなるグラフ ト鎖をリビングラジカル重合することにより、側鎖に正また
は負の電荷を有するグラフ トポリマーを合成 し、自発的ゲル化する条件を検討中であ
る。
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